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論 文 内 容 の 要 旨 
 
21世紀にふさわしい豊かな生活環境の実現のためには、地球温暖化に代表される「環境問題」、阪
神淡路大震災や東日本大震災に代表される「建物の耐震性の問題」を解決することが不可欠である。 
環境問題では、環境負荷が小さく資源循環系を形成可能な木材や、3年から 5年で建築材料となる
竹などの森林、里山資源の有効利用が不可欠であるが現状は間伐されずに放置された森林や異常増殖
した竹林がスギなどの植林地や、里山を侵食するなど多くの問題を抱えている。また、建物の耐震性
については、木造戸建て住宅のうち、約半数に問題があるとされており特に、伝統構法による家屋は
現行の壁量による耐震診断方法では大半が耐震性不足となる。 
そこで、筆者は竹材と未利用中径木の有効利用の一案として、意匠デザインに趣のある籠目編みさ
れた竹材をスギの枠組みに接着する簡単な工法で製作可能なユニット（以下、籠目ユニットと呼ぶ）
を考案した。そして、それを構造材として伝統構法による木造軸組耐震壁（以下、籠目耐震壁と呼ぶ）
への応用を試みた。 
本研究は、籠目ユニットを構造材として利用するため、そもそも規格が無い竹材と「告示第 1083
号 製材の日本農林規格」（以下、JAS と呼ぶ）規格が適用できない枠組み材についての規格の提案
と籠目耐震壁が実用性のある耐震性能を有していることの確認を目的とする。 
１章では、開発の背景および竹材およびスギ中径材の構造用材料としての利用に関する既往の研究
状況を概説し、籠目耐震壁の開発に至った経緯と最終目標を述べ、そして、本研究での開発の目的と
方法を述べた。 
２章では、竹材の引張特性について、実大の竹材を対象に引張試験をおこない、厚さ、節の有無な
どの違いを考慮し引張特性を明らかにした。また、外観的指標や機械的指標による等級区分が有用で
あることを示し、それに基づき実用的な品質管理方法としての一規格を提案し、その特性値を示した。 
３章では、枠組み材として使用する和歌山県産 80年生スギの中径材から製材された平割材につい
て、JAS の曲げ試験に準じて平使いにした実大曲げ試験をおこない曲げ特性を明らかにした。また、
JAS規格の機械等級区分が有用であることを示し、それに基づき実用的な品質管理方法としての一規
格を提案し、その基準特性値を示した。 
４章では、まず籠目ユニットについて面内繰り返しせん断試験をおこない耐震性能を評価した。次
に籠目耐震壁についても同様の試験をおこない耐震性能を評価し、一つの評価方法である壁倍率が実
用的な値を有していることを示した。さらに伝統構法による家屋の耐震性向上に求められる耐震性能
とは何かを考察し、本研究で用いた壁倍率評価法がその耐震性能を反映している評価法であるかどう
かを検証した。また、その耐震性能を実現するための改良点につても考察した。 
５章では、本研究で得られた主な結論をまとめた。 
 
 
 
 
 
 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
竹材と未利用中径木の有効利用として，意匠性を考慮した籠目編みされた竹材をスギの枠組みに接
着する簡単な工法で製作可能なユニット（以下，籠目ユニットと呼ぶ）を考案し，それを構造材とし
て伝統木造軸組に組み込む耐震壁（以下，籠目耐震壁と呼ぶ）の開発を実施している。籠目ユニット
を構造材として利用するために，規格が無い竹材と「告示第 1083 号 製材の日本農林規格」（以下，
JASと呼ぶ）が適用できない枠組み材について，新たな規格の提案と籠目耐震壁が実用性のある耐震
性能を有していることを明かにしている。本論文で得られた成果を以下に示す。 
まず，竹材の引張特性について，実大の竹材を対象に引張試験を行い，厚さ，節の有無などの違い
を考慮し引張特性を明らかにしている。その結果，外観的指標や機械的指標による等級区分が有用で
あることを示し，それに基づき実用的な品質管理方法としての規格を提案している。 
次に，枠組み材として使用する和歌山県産 80年生スギの中径材から製材された平割材について，
JAS の曲げ試験に準じて平使いにした実大曲げ試験を行い，曲げ特性を明らかにしている。その際，
動的ヤング率と実験で得られた曲げヤング率に強い相関があることより，平割材の動的ヤング率によ
って JAS規格の機械等級区分を利用できることを示し，それに基づいた実用的な品質管理方法を提案
している。 
さらに，籠目ユニットについて面内繰り返しせん断試験を行い，耐震性能を評価している。籠目耐
震壁についても同様の試験を行って耐震性能を確認し，一つの評価方法である壁倍率が実用に供する
ことができることを示している。 
以上のように，本論文は新しい耐震壁の提案と共に，建築構造材料として未利用である竹材とスギ
材中径木の規格を提案し，それらの品質管理を容易なものとしている。その成果は建築構造学の発展
に寄与するところが大きい。よって，本論文の著者は博士（工学）の学位を受ける資格を有するもの
と認める。 
 
 
 
 
 
 
 
